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2024 年3月期　中間報告書
2023 年4月1日～2023年 9月30日

TSS Report
株式会社東邦システムサイエンス事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日までの1年

定 時 株 主 総 会 毎年6月中
定時株主総会の基準日 毎年3月31日
期末配当金受領株主確定日
中間配当金受領株主確定日

毎年3月31日
毎年9月30日

株主名簿管理人及び
特 別 口 座 管 理 機 関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

同 事 務 取 扱 場 所 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社証券代行部

郵 便 物 送 付 先

〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社証券代行部

（電話照会先）
電話　0120-782-031(フリーダイヤル）

公 告 方 法

電子公告
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子
公告による公告をすることができない場合の公告
方法は、日本経済新聞に掲載する方法といたします。
当社の公告はホームページに掲載いたします。
https://www.tss.co.jp/tabid/67/Default.aspx

単 元 株 式 数 100株

株主メモ

株式の状況（2023年9月30日現在）

発行可能株式総数 72,000,000株

発行済株式の総数 20,798,988株
（自己株式2,545,258株を含む）

株主数 10,273名

会社概要（2023年9月30日現在）

会社名 株式会社東邦システムサイエンス

設立 1971年6月

資本金 5億2,658万円

事業内容 ソフトウェア開発及び情報システムサービス等

社員数 629名

本社 東京都文京区小石川一丁目12番14号

毎年９月30日現在の当社の株主名簿に記載または記録
された1単元（100株）以上を保有していただいている株
主様に贈呈。
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内容
100株以上：クオカード2,000円
分を年１回贈呈いたします。
※2023年９月より適用となります。

送付時期
毎年12月上旬予定

株主優待制度のお知らせ

当社サイトのIRライブラリにて、決算説明会の
動画を公開しております。

四半期ごとの決算説明動画公開
当社の企業ニュースや最新のお知らせなどの
IR情報をメールにてお知らせいたします。

IRメール配信のご登録をお願いします

（注）持株比率は発行済株式総数から自己株式を控除して算出しております。

大株主（上位10名）

 株主名 持株数（株） 持株比率（%）

株式会社UH PARTNERS ３ 1,724,700 9.45
東邦システムサイエンス従業員持株会 1,666,693 9.13
光通信株式会社 1,535,550 8.41
株式会社UH PARTNERS ２ 1,264,500 6.93
BIPROGY株式会社 877,500 4.81
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 660,400 3.62
渡邉一彦 639,270 3.50
篠原誠司 600,510 3.29
株式会社野村総合研究所 368,100 2.02
富士通Japan株式会社 351,000 1.92

所有者別株式分布状況

個人その他 12,817,191株（61.62%）

その他国内法人 6,484,936株（31.18％）
外国法人等 192,844株（0.93％）

金融機関・証券会社 1,304,017株（6.27％）
※ 自己株式2,545,258株は、「個人その他」に含めております。
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業績ハイライト

当社は、株主の皆様に対する利益還元は経営の最重要課題と位
置付け、企業としての競争力の向上と企業価値の最大化の追求によ
って、長期かつ安定的な配当を継続するとともに業績や内部資金の
確保などを総合的に判断し、１株当たりの配当を決定しております。

2024年３月期の中間配当につきましては、１株当たり20円と
し、期末配当の20円（予想）と合わせ年間配当は40円となる見込
みです。これは株式分割（普通株式１株につき1.5株の割合）前の
年間配当60円に相当するものであり、実質20円の増配となります。

中間配当について

売上高（百万円）

純資産・総資産（百万円）

第2四半期 通期

純資産 総資産

7,527 15,446

（予想） 1,550（予想）

営業利益（百万円）

第2四半期 通期

中間配当 期末配当
1株当たり純利益（円） 1株当たり配当金（円）

経常利益 / 純利益（百万円）

第2四半期経常利益
純利益

通期
第2四半期 通期

8,773
12,813

1,522

（予想）

744
1,116509

業種別売上高（2024年3月期 第２四半期累計）
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3月期

2024年
３月期
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2022年
3月期 942

1,337690
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2023年
3月期

2024年
３月期

第2 四半期

2022年
3月期 1515
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40202023年
3月期

非金融
ソリューション1,934 百万円 ( 前年同期比 6.4%増 )

金融
ソリューション5,856 百万円 ( 前年同期比 5.9%増 )

第2四半期 通期

その他非金融

( 前年同期比5.1%増 )
売上高923百万円

公共系・製造業系案件での継続伸長

その他金融

( 前年同期比73.7%増 )
売上高539百万円

政府系機関の大型マイグレーション案件の伸展
損害保険

( 前年同期比1.6%減 )
売上高2,149百万円

一元化・マイグレーション案件の区切り

生命保険

( 前年同期比4.7%減 )
売上高1,285百万円

フロントシステム開発・保守案件の区切り

証券

( 前年同期比10.8%減 )
売上高674百万円

バックオフィス系システム案件の区切り

銀行

( 前年同期比30.0%増 )
売上高1,207百万円

制度改定・行内ＤＸ案件の進展

情報システムサービス等206百万円
( 前年同期比14.8%増）

ソフトウェア開発

16,500（予想） 692 1,558
1,061（予想）

6967,998

9,095
13,074

58.16（予想）25.87 40（通期予定）2020
2023年９月１日に1:1.5の株式分割を
実施しております。

株式分割前の年間配当60円に相当するもので
あり、実質20円の増配となります。

通信

( 前年同期比7.6%増 )
売上高1,011百万円

アジャイル開発体制の安定化+拡大

471

2023年
3月期

   2023年９月１日株式分割を考慮した場合、
第2四半期 28.05円、通期 61.36円となります。

92.0442.07

15.1%

8.4%

16.1%

26.9%

6.7%

12.7%

11.5%

2.6% 7,998 百万円

当第2四半期
売上高構成比

（ （前年同期比
6.3%増

　株主の皆様には、平素より格別の
ご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　当社第 53 期中間期（2023 年４
月 1 日～９月 30 日）の業績概況に
ついてご報告いたします。
　当第２四半期累計期間における日
本経済は、雇用環境が改善する下で
各種政策の効果もあり、経済活動の
正常化が進展し、緩やかな回復基調
で推移しました。一方、世界的な金
融引締めに伴う影響や海外経済の先行き懸念など、海外景気の下
振れが国内景気に及ぼすリスクに加え、物価上昇や金融市場の変
動等、先行きは依然不透明な状況が続いております。当社が属す
るＩＴ業界におきましては投資の中心をＤＸによる業務プロセス・
業務システムの変革へと移行してきており、引き続き拡大傾向に
あります。そのような中、当社は長期経営ビジョン 2030（2022-
2030）並びに中期経営計画（2022-2027）に基づき、「お客様と
共に未来を創る」をスローガンに掲げ、各種施策に取り組んでま
いりました。
　受注面では、通信や公共に加え製造、流通及び放送領域等、活
況な非金融ソリューションのＤＸ案件の獲得に注力しながら、金
融ソリューションを中心に開発規模の大きな基幹系刷新案件の受
注に努め、トップラインの向上を図ってまいりました。生産面で
は、プロパー社員の増強と新卒社員の早期戦力化、パートナープー
ル制度等により、継続的かつ安定的な技術力の確保に努めました。
加えて、ＤＸ開発推進センターでは、ＤＸ人財のＯＪＴ育成を継
続的かつ効率的に行うとともに、人的リソースの有効活用を図る
ことで企業競争力の更なる向上に努めてまいりました。
　以上の結果、当第２四半期累計期間の業績は、業績ハイライト
に記載のとおりとなりました。
　今後も持続的な成長と企業価値の向上に取り組んでまいります
ので、引き続きご支援のほどよろしくお願い申し上げます。

株主の皆様へ

代表取締役社長執行役員

小坂　友康
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100株以上：クオカード2,000円
分を年１回贈呈いたします。
※2023年９月より適用となります。

送付時期
毎年12月上旬予定

株主優待制度のお知らせ

当社サイトのIRライブラリにて、決算説明会の
動画を公開しております。

四半期ごとの決算説明動画公開
当社の企業ニュースや最新のお知らせなどの
IR情報をメールにてお知らせいたします。

IRメール配信のご登録をお願いします

（注）持株比率は発行済株式総数から自己株式を控除して算出しております。

大株主（上位10名）

 株主名 持株数（株） 持株比率（%）

株式会社UH PARTNERS ３ 1,724,700 9.45
東邦システムサイエンス従業員持株会 1,666,693 9.13
光通信株式会社 1,535,550 8.41
株式会社UH PARTNERS ２ 1,264,500 6.93
BIPROGY株式会社 877,500 4.81
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 660,400 3.62
渡邉一彦 639,270 3.50
篠原誠司 600,510 3.29
株式会社野村総合研究所 368,100 2.02
富士通Japan株式会社 351,000 1.92

所有者別株式分布状況

個人その他 12,817,191株（61.62%）

その他国内法人 6,484,936株（31.18％）
外国法人等 192,844株（0.93％）

金融機関・証券会社 1,304,017株（6.27％）
※ 自己株式2,545,258株は、「個人その他」に含めております。
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